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3.3 対策効果検討 

構築した矢作ダム貯水池土砂モデルを用い、検討対象流況（流入土砂量約 30 万 m3）を繰り返した結

果を表 3-4 に示す。 
 

表 3-4 10 ヶ年の繰り返し流況における有効容量内堆砂増分の予測計算結果 

ケース名 有効容量内堆砂増分 有効容量に対する割合※1 現堆砂量に対する割合※2 
治水容量 利水容量 治水容量 利水容量 治水容量 利水容量 

ケース 0 107 千 m3 1980 千m3 0.71% 3.96% 10.6% 25.0% 

ケース 1’ -32 千 m3 311 千 m3 -0.21% 0.62% -3.17% 3.9% 
※1 有効容量：治水容量 15,000 千 m3、利水容量 50,000 千 m3 

※2 現堆砂量：治水容量 1,010 千 m3、利水容量 7,920 千 m3 
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図 3-3 予測計算結果 

 

3.4 大規模洪水時の治水容量内堆砂量の予測 

大規模洪水が発生した場合に、治水容量内に堆積する土砂の量を求める。大規模な洪水は、計画洪水

及び恵南豪雨の 2 洪水とし、シミュレーションを実施する際の初期河床は以下のとおりとする。 
 

• 計画洪水：10 年後の掘削標高より高標高に堆積している土砂を除去しない時の河床 
• 恵南豪雨：10 年後の掘削標高より高標高に堆積している土砂を除去した時の河床 
 

大規模洪水時に堆積する治水容量内堆砂量を一次元河床変動計算によってシミュレーションした結果

を表 3-5 に示す。 
 

表 3-5 大規模洪水時における治水容量内堆砂量の予測計算結果 

大
規
模
洪
水 

ｹｰｽ 
毎
年
掘
削 

最
終
年
掘
削 

イメージ図 

堆砂量（千 m3） 

治水容量に 
対する割合 

EL292m 
(夏季制限

水位)以上 

治水容量

内(EL.292
～EL.298)

計
画
洪
水 

ｹｰｽ 0 × ×
 

ダム 

貯砂ダム 

堆積あり 

(計画高水発生時
の流入時の土砂) 

 

594.0 401.5 9.21% 

ｹｰｽ 1’ ○ × 360.0 215.9 7.97% 

恵
南
豪
雨 

ｹｰｽ 0 × ×
 

ダム 

貯砂ダム 

(恵南豪雨時流入土砂) 

 

917.0 597.3 10.51% 

ｹｰｽ 1’ ○ ○ 579.9 415.8 9.30% 

 

緊急対策に要するコストを算出した結果をエラー! 参照元が見つかりません。に示す。 
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図 3-4 10 ヶ年の対策による堆砂量への効果 








